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ニジマス卵の物理衝撃に対する抵抗性（令和 5年度）      渡邊長生・竹中剛志 

 

目 的  

マス類の種卵生産現場では，採卵，洗卵，受精，収

容等様々な場面で卵を動かすことがある。従来，マス

類の卵は物理的な衝撃に対して受精後は脆弱であり，

発眼後に強靱になることが知られているが，どの発生

段階で，どれだけの衝撃に対して抵抗性があるのかは

サケ卵の知見 1)が存在するのみである。そこで，県内

で種卵生産数が多いニジマスの種卵生産効率を高める

ため，各発生段階における卵の落下衝撃に対する抵抗

性について調査した。 

 

材料及び方法  

供試卵 県内 2 養魚場で 11 月 29 日及び 12 月 6 日

に採卵されたニジマス卵を使用した（表１）。 

落下手法 図 1 の装置により 10cm 及び 30cm の高

さから水（水深 2cm）及びガラスシャーレに落下させ

た。 

卵管理及び死亡判別 落下後の卵については，トリ

カルネット製のカゴへ収容し，48 時間後に死卵を計数

した。 

 

図 1 落下装置 

表 1 試験卵について 

 

 

結果及び考察  

 卵落下後の死亡率及び積算水温の関係を図 2，3 に

示した。落下時の落差が大きいほど死亡率が高くなっ

た。受精 24 時間後に一時的な衝撃耐性を獲得する

が，発眼時ほどの抵抗性はなく，高さ 10cm からの落

下衝撃であってもガラスシャーレへの衝突には耐えら

れなかった。積算水温が約 70℃から 80℃で落下衝撃

に対して最も弱くなり，その後急速に耐性を獲得し

た。これまで，発眼時に衝撃耐性を獲得すると言われ

ていたが，ニジマスでは発眼前に衝撃耐性を獲得する

ことがわかった。受精から衝撃に対して最も抵抗性が

なくなるまでの期間中の平均死亡率は，30cm の落下

衝撃で 52.2%，10cm の落下衝撃で 35.0%であった。

水への落下に対しては一定の衝撃吸収効果はあるが，

30cm の高さから着水すると，50 から 60%が死亡して

しまうため注意が必要である。同様の期間中，10cm

の高さから水に着水する程度の落下衝撃に対する死亡

率は 10%程度であったが，現実的にその条件で卵を

動かすことは困難である。 

 今回の調査で発生段階別のニジマス卵の物理衝撃耐

性について明らかにすることができた。本成果は，よ

り綿密な卵管理の指標となり，種卵の生産効率の向上

への活用が見込まれる。 

 

図 3 落下試験 1 回目 

 

図 3 落下試験 2 回目 
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　　 １回目 ２回目

採卵日 2023/11/29 2023/12/6

発眼率(%) 85.9 63.6

平均卵重量(g) 0.083 0.067

試験開始日 2023/11/29 2023/12/6

試験終了日 2023/12/19 2023/12/27


